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※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

急傾斜地崩壊対
策事業費

建設課
人命の安全を守るため、県が実施する急傾斜地崩壊対策事業
に対し負担金を支出します 4,028 9,000 Ｂ  P194

住宅耐震改修費 建設課
旧建築基準の木造住宅について、耐震対策を実施した者に対
し、補助金を交付します 508 11,835 Ｂ P69 P204

防災・減災施設
整備事業費

防災安全課
南海トラフ巨大地震・津波等に備え災害に強いまちづくりを推
進します 65,943 49,776 Ｂ P74 P154

小規模治山事業
費

建設課
県が施行する治山事業に伴い発生した混合廃棄物処理を実
施します 146 309 Ｂ  P184

災害対策事業費 防災安全課
非常食の備蓄、避難所備品の購入及び自主防災組織に対す
る支援を行います 9,802 11,595 Ｂ P72 P151

防災施設維持管
理費

防災安全課 町民等を災害から守るため、防災施設の維持管理を行います 18,175 6,693 Ｂ P73 P153

消火栓整備事業
費

防災安全課
火災等に対応できるよう、消火栓等の適正な維持管理、整備
に努めます 7,751 7,691 Ｂ  P148

防災対策事業費 防災安全課
町民等を災害から守るため、警備・訓練・研修の実施、防災設
備の維持管理を行います 23,512 27,077 Ｂ P71 P150

消防推進事業費 防災安全課
消防団の主な行事である消防操法大会・観閲式・出初式を行
います 3,991 5,615 Ｂ  P145

消防施設等維持
管理費

防災安全課
消防詰所・車庫及び消防自動車等の消防施設等の維持、管理
に努めます 8,135 8,485 Ｂ  P147

基本目標 安心できるまちづくり

基本施策 まちと命を守る防災

本町は、南海トラフ地震津波避難対策特別強化地域に指定されるなど、大規模地震による被害が危惧されてお
り、災害発生時のライフラインや建物の安全性の確保、孤立化防止対策、集中豪雨や台風による災害の防災対
策、各種災害発生に対する防災対策の充実が課題となっています。

建物やインフラが必要な災害耐性を有し、消防・防災施設等が有効に機能し、事業者や町民が災害対応に取り
組むことで、安心して生活し事業を営み、いざ発災した際には一人でも多くの命が守られること、早期の復旧、復
興を目指します。

・情報収集・伝達体制の強化や、防災訓練等により、町の防災力向上に取り組みます。また、必要な消防・防災
施設等を維持していきます。
・災害時の緊急物資等輸送のため、道路、橋梁、漁港、港湾等の耐震化を進めます。
・公共施設の耐震化を進め、住宅等の耐震化を支援するとともに、避難路の整備を進めます。
・自主防災活動の支援、要配慮者対策、防災教育等により、地域防災力を強化します。
・発災後、本町が早期に復旧、復興が行えるよう対策を進めます。

事業名 部署名 事業概要
R1決算
（千円）

R２予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

106



６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○事業継続計画（BCP）を策定、従業員の消防団活動に協力する（事業者）。
○住宅の耐震化、家具の固定、火災報知機の取り付け、非常用備蓄、避難・消火訓練への参加など、日ごろか
ら備える（個人）。
○災害避難カードや防災カルテを家庭で作成する（個人）。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①町民の人達がもう少し消防団活動について知ることができる場づくりと防災意識を高められる活動がほしい。災害時に弱そうな道や建物が多く見受けら
れるため、早急に対策が必要。【1】
②勤務中に発災したら子どもを迎えにいけないので不安。師崎（低地）から内海までどう行けば良いのか。車で町民グラウンドへ逃げたいが、やはり車が
流されても身一つが良いのか・・。【4】
③住民に、町の取組みが伝わっていない。地震や津波の際の対処をもっと直接知らせるべき（特に高齢者に）【4】
④各地域・地区ごとに、避難・防災訓練を何度も行い、いざ発災したときにパニックにならないよう、落ち着いて行動できるよう日頃から意識を高める必要
がある。【4】
⑤南海トラフへの町としての対応について、漠然としているように感じる。（町民への説明など）【4】
⑥大地震に備え、津波から逃れるための道が雑草等で覆われていて道も狭く不安。【5】
⑦消防団を最縮小化して、署員を増加する。経費削減。【消防施設維持管理費】
⑧防災センターが災害の時や災害（防災）のためにしか使えない。判断のハードルが高い。もっと慣れた場所になるよう、どうしたら利用のハードルが下げ
られるのか、頭を使ってほしい。生死に関わる時に使える保険みたいな建物のために税金を使っているのか？他市町のように多目的に使えるにはどうし
たらよいか。国に相談してほしい。【6】
⑨町内で保存食が商店のどこにでもあればいいと思う。町内で買うなら消費税は無しとか。【5】
⑩師崎は老人福祉センターを避難所として訓練してきたが、年に一度の活用ではもったいない。日常的に活動できる場として利用できないか。【6】
⑪防災は最大の弱点となっている。例えば高浜谷などは、かるも保育園が避難所に指定されているが、いざの時には水路が並行してあり、毎日保育園に
通う道は渋滞で動けない。住民に進まない状況を説明すべき。今進めている防災センターは日常的に住民が集まり活用できるように利用を検討する必要
がある。【6】
⑫自分の身は自分で守る「自助」ができて初めて「共助」の行動ができるのである。まずは、家庭の防災対策を各自がしっかり行うことが第一。
⑬多くの防災施設を設置したが、いざという時に活用できるのか疑問。
⑭年に２回、家族で高台避難訓練しています。災害から身を守るのは自分の仕事、それから生活を立て直すのも自分の仕事です。できるだけ行政に依存
しないよう備えたいと思っています。
⑮避難所が老朽化していて不安です。
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